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1. はじめに 
　薄明の環境下にて発生する、薄明視の複雑な特性下
では、当事者の認識している状態と、実際の状況に大
きな差を生む事があり、それが重大な交通事故の原因
の 1 つになることが多い。 
2. 目的 
　本研究の目的は、スマートフォンで運転手に注意を
促すアプリケーションを開発である。そのために、日
没などによる環境光の低下を定量的に捉えて判定し、
運転手自身の認知能力が低下している可能性を提示す
る。 
3. 既存研究 
　親泊ら[1] が行った研究で、室内での照度測定をス
マートフォンのカメラを用いて行ったものである。 
　その結果は、測定した範囲内での測定照度と推定照
度の誤差が 最大でも 8.1 %以下であった。 
4. システム 
　本研究では、スマートフォンのカメラを用いて周囲
の照度を推定し、定量的に明るさを評価することで、
人間の曖昧な感覚に頼らずに、薄明を検知する。 

4.1. 照度推定 
　照度推定には、既存研究で用いられていた式 (1) を
用いる。 

      (1)　 
　式 (1) において、  は推定照度、 ,  ,   は画像より
取得した画素値である。取得した画素値を式 (1) を適
用することで、照度を推定する。 

5. 予備実験 
　照度推定式である式 (1) の係数を算出するために、
予備実験を行う。 
5.1. 係数算出手順 
　以下に照度推定式の係数算出の手順を示す。 
       1. 照度計を用いて測定する 
       2. 同一の環境で画像を取得する 
       3. 取得した画像から画素値を取得する 
       4. 照度推定式の係数を求める 
　複数の照度で 1 から 4 の手順を繰り返す。 
5.2. 照度推定式の評価 
　測定結果をもとに、照度推定式の係数を算出し、予
備実験の測定照度との誤差を表 1 に示す。 
  表 1. 推定照度の誤差 

6. 評価方法 
　車両の加速度と前照灯の点灯状況を、アプリケー
ションの使用前と使用後で比較する。その結果を用い
て、事故発生リスクが抑制されたかを評価する。 
7. おわりに 
　このアプリケーションを使用することで、運転手が
より安全性の高い運転行動をとることを期待する。 
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I = CeeCr R+CgG+CbB

I R G B

測定照度 [kLux] 推定照度 [kLux] 誤差 [%]

6.50 6.50 0.01

5.60 5.60 0.00

5.08 5.08 0.01

4.23 4.19 0.84

3.87 3.59 7.41

2.18 2.18 0.00
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